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新
年 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
村
議
会
を
代
表
し
て
、
村
民

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
我
々
議
会
活
動
に
対
し
、
ご
支
援
と

激
励
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
当
村
は
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
連
合
」
の
一
員
と
し
て
美
し
い
環
境
づ

く
り
と
美
し
い
心
を
め
ざ
し
、
村
民
の
皆
様
方

の
ご
協
力
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
に
於
い
て
も
美
し
い
村

づ
く
り
に
ご
尽
力
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
大
鹿
村
に
と
っ
て
、
生
命
線
と
い
う
べ
き
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
（
小
渋

線
）
の
滝
沢
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
昨
年
の
十
一
月
に
本
格
的
に
着
工
さ
れ
ま
し
て
、
平

成
二
十
一
年
の
完
成
を
め
ざ
し
て
着
々
と
進
め
ら
れ
お
り
ま
す
が
、
本
村
に
於
い
て

は
ま
だ
ま
だ
道
路
改
良
を
は
じ
め
、
河
川
改
修
、
治
山
工
事
等
の
促
進
を
積
極
的
に

推
進
し
て
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
国
・
県
に
於
い
て
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、
特
に
国
政
に
於
か
れ
ま
し
て

は
、
福
田
政
権
の
も
と
で`

〇
八
年
予
算
で
財
政
の
健
全
化
を
め
ざ
し
て
格
差
是
正

な
ど
与
野
党
対
立
点
が
多
く
「
ね
じ
れ
国
会
」
の
激
し
い
論
戦
と
な
る
の
は
必
至
、

審
議
の
行
方
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

県
に
於
い
て
も
、
村
井
県
政
の
中
で
厳
し
い
財
政
の
中
、
財
源
確
保
と
し
て
四
月

か
ら 
森
林
づ
く
り
県
民
税
（
森
林
税
）
や
中
期
総
合
計
画
な
ど
本
年
度
の
予
算
編

成
の
成
り
行
き
が
課
題
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

我
々
小
規
模
自
治
体
で
は
、
最
大
の
財
源
と
し
て
の
地
方
交
付
税
の
先
行
き
を
は

じ
め
と
し
て
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
、
少
子
高
齢
化
対
策
等
多
く
の
課
題
が
山
積
み

し
て
お
り
ま
す
。
私
共
は
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
懸
命
に
進
め

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
村
民
皆
様
方
の
、
尚
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
こ
の
一
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
輝
か
し
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て 
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
方
が
本
年
も
ご
健
康
ご
多
幸
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
本
村
に
お
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
あ
っ
た

年
で
し
た
。

　

四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
新
し
い
村
議
会
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
八
名
の
う
ち
四
名
が
新
人
で
、
新
鮮
な
視
点
で
村
政

に
ご
参
画
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
第
五
代
桜
の
女
王
も
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
一
名
は
本
村
出
身
で
、
様
々
な
村
の
行
事
で
ご
活
躍

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
も
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
い
た
映
画
「
B
e
a
u
t
y－

う
つ
く
し
い
も
の－

」
は

無
事
完
成
し
、
素
晴
ら
し
い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
、
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
鹿

村
の
美
し
い
自
然
や
文
化
が
全
国
に
発
信
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
十
月
に
開
催
さ
れ
た
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
総
会
に
お
い
て
は
、「
村
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
た
」
と
村
外
の
参
加
者
か
ら
賛
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
の
人
々
の
悲
願
で
あ
っ
た

松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
の
滝
沢
ト
ン
ネ
ル
は
、
昨
秋
に
着
工
の
運
び
と
な
り
、
平
成
二
十
一
年
秋
に
は
供

用
開
始
と
な
る
予
定
で
す
。
村
で
安
定
し
た
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
収
入
を
得
る
た
め
の
産
業
基

盤
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
新
た
な
産
業
振
興
策
と
し
て
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
村
と
し
て
栽
培
施
設
の
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
私
は
、
昨
年
は

村
民
の
皆
様
の
努
力
が
大
き
く
実
を
結
ん
だ
年
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
は
、
村
を
発
展
さ
せ
る
資
源
が
他
町
村
よ
り
た
く
さ
ん
あ
る
村
で
す
。
村
に
あ
る
地
域
資
源
を
活

か
し
、
新
た
な
産
業
振
興
も
図
り
な
が
ら
、
自
立
に
向
け
た
取
組
み
を
本
年
も
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
他
人
を
あ
て
に
し
た
り
、
他
人
の
せ
い
に
し
て
み
て
も
、
事
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
村
に
暮
ら
す
人
々
が
、
自
ら
の
事
と
し
て
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
村
を
活
性
化

し
、
歴
史
あ
る
大
鹿
村
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
村
の
財
政
構
造
が
地
方
交
付
税
に
大
き
く
依
存
す
る
脆
弱
な
も
の
で
あ
る
点
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
新
た
に
導
入
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
寄
付
制
度
な
ど
を
最
大
限
活
用
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
手
綱
を
緩
め
る
こ
と
な
く
一
層
の
行
財
政
改
革
を
進
め
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
自
治
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
希
望
を
捨
て
ず
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
く

所
存
で
す
。
村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
助
言
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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3 議 会 だ よ り

報
告
第
一
号　

平
成
十
九
年
度
定

期
監
査
報
告
に
つ
い
て

報　
　

告

一
般
質
問

平
成　

年　

月 　
　
　
　
　

19

12

大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

付
議
事
件

議
員
発
議

と
地
蔵
峠
の
道
路
が
ネ
ッ
ク
と
思
っ

て
い
る
。
景
観
作
り
に
は
条
例
な

ど
立
案
し
て
い
き
た
い
。

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
の

あ
り
方
に
つ
い
て

（
村
長
）
こ
の
連
合
は
政
治
力
を

持
っ
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

当
面
二
十
町
村
に
向
け
て
努
力
す

る
。
大
鹿
村
は
、
住
民
の
心
が
一

つ
に
な
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
き
た
い
。

＊
新
し
い
公
会
計
制
度
の
導
入
へ

の
対
応
に
つ
い
て

（
総
務
課
長
）
今
の
と
こ
ろ
ど
の

程
度
の
事
務
量
に
な
る
か
な
ど
不

明
な
点
が
多
い
。
県
、
広
域
、
町

村
会
な
ど
に
よ
り
研
修
会
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
二
十
三
年
度
に
は

間
に
合
わ
せ
た
い
。

「
矢
澤　

正
議
員
」

＊
夏
秋
苺
の
栽
培
計
画
に
つ
い
て

（
村
長
）
産
業
振
興
、
若
者
定
住

対
策
で
、
適
地
で
も
あ
る
の
で
取

り
組
み
た
い
。

（
産
業
建
設
課
長
）七
名
が
組
合
登

録
を
し
た
。
四
月
ま
で
に
研
修
施

設
を
作
っ
て
研
修
を
し
て
い
く
。
多

く
の
人
が
研
修
で
き
る
よ
う
に
し
、

拡
大
を
図
り
た
い
。

＊
最
近
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
が
対
策
は

（
村
長
）
お
互
い
が
注
意
す
る
よ

う
啓
発
し
て
い
き
た
い
。
大
河
原

市
場
に
は
看
板
な
ど
は
考
え
に
く

い
、
ひ
と
り
一
人
の
意
識
改
革
が

大
事
。

議
案
第
一
号　

職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
二
号　

一
般
職
の
職
員
の

給
与
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
三
号　

大
鹿
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
四
号　

平
成
十
九
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

平
成
十
九
年
度
大

鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
六
号　

平
成
十
九
年
度
大

鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
七
号　

平
成
十
九
年
度
大

鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
八
号　

平
成
十
九
年
度
大

鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

請　
　

願

発
議
第
１
号　

深
刻
な
医
師
不
足

を
打
開
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て発
議
第
２
号　

「
看
護
師
等
の
人

材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　

平
成
十
九
年
十
二
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
十
二
月
十
三

日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
八
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
報
告
一
件
、
条
例

改
正
三
件
、
補
正
予
算
五
件
で
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
報
告
は
、
監
査
委
員
か
ら
十
九
年
度
の
定
期

監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
二
件
は
審
議
の
結

果
採
択
さ
れ
て
意
見
書
が
、
上
局
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
陳

情
一
件
は
継
続
審
査
と
な
り
、
要
望
一
件
は
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は
七
名
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

「
茂
木　

寛
議
員
」

＊
第
三
次
大
鹿
村
総
合
振
興
計
画

及
び
後
期「
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
」の
進
度
状
況
に
つ
い
て

（
村
長
）
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、
着
手
、
未
着
手

を
区
分
し
て
み
ま
す
と
約
二
／
三

の
事
業
に
つ
い
て
は
完
了
若
し
く

は
事
業
執
行
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
林
業
、
観
光

な
ど
計
画
の
実
行
に
は
村
に
入
っ

て
く
る
道
路
が
最
大
の
課
題
と
思
っ

て
い
る
。

「
小
澤　

正
議
員
」

＊
限
界
集
落
に
つ
い
て
村
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
か
。

（
村
長
）「
限
界
集
落
」
と
い
う
言

葉
は
抵
抗
が
あ
る
。
ま
た
、
大
鹿

ば
か
り
で
な
く
全
国
的
な
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
他
の
町
村
と
と
も

に
国
に
財
源
を
求
め
て
い
き
、
振

興
策
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

○
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す
る

た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め
る

請
願
書 

採
択

○
「
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を

「
黒
塚　

悟
議
員
」

＊
高
齢
者
福
祉
施
設
の
対
策
と
し

て
複
合
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

（
村
長
）
認
知
症
関
係
の
方
は
二

十
五
人
ほ
ど
い
ま
す
。
二
十
年
度

に
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
を
建
設
す
る

よ
う
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
支
援
ハ
ウ
ス

は
定
員
が
十
名
程
度
、
高
齢
で
独

居
な
ど
の
入
居
規
定
が
あ
り
、
面

積
は
一
戸
十
八
�
以
上
で
福
祉
施

設
と
の
併
設
が
よ
い
と
さ
れ
て
い

る
。

「
北
島
千
良
穂
議
員
」

＊
委
託
料
に
つ
い
て

（
村
長
）
議
事
録
や
水
質
検
査
な

ど
役
場
で
で
き
な
い
業
務
は
見
積

も
り
を
徴
収
し
て
委
託
を
し
、
指

名
競
争
入
札
に
よ
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

（
総
務
課
長
）
C
A
Ｔ
Ｖ
施
設
に

つ
い
て
は
、
安
定
し
て
情
報
を
伝

え
て
い
く
た
め
に
毎
年
の
点
検
は

行
っ
て
い
き
ま
す
。

＊
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
に

つ
い
て

（
村
長
）
い
ま
ま
で
行
っ
て
い
る

誕
生
日
健
診
は
今
後
も
続
け
て
い

く
。
受
診
率
は
現
在
五
十
二
％
、

啓
発
を
し
て
年
三
％
ず
つ
上
げ
て

い
き
六
十
五
％
を
目
指
し
た
い
。

「
神
田
仁
佐
夫
議
員
」

＊
大
鹿
村
活
性
化
の
具
体
的
方
策

に
つ
い
て

（
村
長
）
活
性
化
の
施
策
は
昭
和

四
十
年
代
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

が
実
効
が
上
が
ら
な
い
。
小
渋
線

陳　
　

情

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中

止
・
撤
回
を
求
め
る
陳
情

 

継
続
審
査

要　
　

望

○
地
す
べ
り
対
策
事
業
に
関
す
る

要
望
書 

採
択

求
め
る
請
願
書 

採
択
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④特別職の報酬等の状況 （平成１９年４月現在）
報　酬給　料

233,000円議 長685,000円村 長 （205,040円）（548,000円）
161,000円議 長592,000円助 役 （141,680円）（485,440円）
148,000円議 長519,000円教 育 長 （133,200円）（425,580円）
135,000円議 長上段：条例で定められた月額

下段：平成１９年度１年間の月額 （121,500円）

（注）予算に計上された額です。

大鹿村人事行政の運営等
１．職員の任免及び職員数に関する状況
①部門別職員数の推移

備　　考対前年増減数（人）職員数（人）区分
部門 １９年１８年１９年１８年１７年

0△ 1667総 務
00222税 務
01665農 林
00222商 工
00222土 木
00181818小　　　計
0△ 2779民 生
00222衛 生
0△ 29911小　　　計
0△ 2272729一般行政計
00444教 育
00444小　　　計
00111水 道
00555診 療 所
01332そ の 他
01998小　　　計
0△ 1404041合　　　計

②一般行政職の級別職員数の状況 （平成１９年４月現在）

計
６級５級４級３級２級１級区　分

村長が特に
定める課長

村長が定める
課長

課　　長
課長補佐係長・主幹主任・主査主事補

主　事
標 準 的 な
職 務 内 容

3314215101職 員 数
100%3%12%6%46%30%3%構 成 比

（各年４月１日現在）

②職員給与費の状況　普通会計一般職員
給　　与　　費（千円）職員数

（人）区　分 計職員手当給料
213,48291,280122,20233１９年度
207,77984,141123,63834１８年度

２．職員の給与の状況
①人件費の状況　普通会計決算

人件費率　Ｂ/Ａ（％）人件費　Ｂ（千円）歳出額　Ａ（千円）住民基本台帳人口（人）区　分
14.5262,2631,856,4761,299１８年度
14.8273,3161,851,4461,325１７年度

③職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成１９年４月現在）
平均年齢平均給料月額区　　分

42.1308,591大鹿村一般行政職

３．職員の勤務時間その他の勤務状況
①職員の勤務時間と休日 （平成１９年４月現在）

勤務時間の割り振り一週間の
勤務時間 週休日休憩時間終業始　業

土・日曜日１２：００～１３：００１７：３０８：３０４０時間

②年次有給休暇の状況 （平成１８年度実績）

消化率１人当たり
平均使用日数職員数総使用日数総付与日数

31%12404791,572

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
該当無し

５．職員の服務の状況
特記事項無し

団　体　等区　分
長野県市町村職員共済組合加 入 保 険 制 度
長 野 県 市 町 村 互 助 会福 利 厚 生 大 鹿 村 職 員 等 親 睦 会

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

７．公平委員会報告事項
　勤務条件に関する措置要求　　　　　要求無し
　不利益処分に関する不服申立て　　　申立て無し

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員をなどを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。
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民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ががががががががががががががががががががが新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新しししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱ささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた民生児童委員が新しく委嘱されました
　民生児童委員が12月1日付けで厚生労働大臣より委嘱されました。

　任期は、平成19年12月1日から平成22年11月30日までの3年間です。

　住民の福祉の増進を図るための活動をしていただきます、名簿及び担当地区は下記のとおりです、お気軽に担当

委員の方にご相談下さい。

担　　　　　　　当氏　　　　　名職　　　　名

下市場一・下市場二田　 島　 龍　 二会 長

塩原・大栗・北入一・北入二松　 尾　 久　 子副 会 長

上市場、清水、中尾北　 村　 嘉　 盛

釜沢、上蔵、沢戸上　 前　 丈　 夫

南山・河合・塩河・西梶　 　 　 君　 江

中峰・梨原・沢井・入沢井宮　 下　 裕 美 子

文満・文満団地・落合北　 澤　 幸　 夫

下青木・上青木・深が沢・北の原吉　 川　 詩　 子

村内全域宮　 崎　 安　 子主任児童委員
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確定申告確定申告と納税相談納税相談のお知らせ

◎平成20年１月１日現在、大鹿村に居住する方で次に該当する方は、大鹿村に村県民税の申告が必要です。
　○給与所得者で

　　・給与所得以外の所得金額が20万円以下の方

　　・２ヶ所以上から給与の支払を受けた方

　　・平成19年中に退職し、その後就職していない方や、アルバイト、パートなどで勤務先から役場に給与支払報

告書の提出がない方

　○公的年金収入のみで所得税が源泉徴収されていない方で

　　・65歳以上で年金収入額が148万円を超える場合

　　・65歳未満の方で年金収入額が98万円を超える場合

　○所得がなく、どなたにも扶養されていない方

　○金額の多少に関わらず上記以外の所得があった方

　※上記に該当される方で申告がないと…

　　所得証明等の発行や国民健康保険税の軽減措置及び国民年金の免除申請等に不利になる場合があります。

●村県民税の申告をしなくてもよい方

＊飯田税務署での確定申告及び申告期間は次のとおりです
　平成19年分所得税の確定申告：平成20年2月18日(月)～3月17日(月)

　★ただし、土･日曜日、祝日等は閉庁となります。
　★確定申告による所得税の 納期限は平成20年3月17日（月）です。

　◎詳しくは…国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】で確認されるか、飯田税務署（�２２－１１６５）におたずねください。

●大鹿村に村県民税の申告が必要な方

◎次の方は大鹿村に村県民税の申告をする必要がありません。
　○所得税の確定申告書を税務署へ提出する方

　○１箇所からの給与のみで他に所得がなく、年末調整の内容に変更がない方

　○公的年金収入のみで所得税が源泉徴収されていない方で

　　・65歳以上で年金収入額が148万円以下の場合

　　・65歳未満の方で年金収入額が98万円以下の場合

　※社会保険料控除、扶養控除、医療費控除等の控除を受けようとする方は申告が必要です。

＊本年より例年配布していました『村県民税の申告書』は配布しませんので、以下をお読みいただきまし

て、申告が必要な方は申告期限内に申告をお願いします。（大鹿村納税相談日程表を参照ください。）

●税務署に所得税の確定申告が必要な方
◎次の方は、税務署に『所得税の確定申告書』を提出してください。
　○税務署から確定申告書が送付されている方

　○給与所得や退職所得以外の所得が20万円を超える方

　○営業所得、譲渡所得、山林所得のあった方

　○雑損控除、医療費控除や住宅借入金等特別控除などで所得税の還付を受ける方

　○上記のほか特に相談を希望される方は、直接飯田税務署においてご相談下さるようお願いします

　※上記に該当する方は、大鹿村の申告相談会場にお越しいただいても税務署での申告相談をお勧めする場合があ

ります。

　期限内に申告や納税をしなかったり、間違った申告をしますと、後から

不足の税を納めるばかりでなく、加算金や延滞金を納めることになります。
（注意）申告、納税が遅れると…



7

●控除しきれなかった分は、住民税（所得割）から控除されます。
　　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18年末まで

に入居し、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

●申告が必要となります。
　申告期限：平成20年3月17日（月）
　　平成20年度以降、住民税のローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。

　　平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合は、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日現

在お住まいの市町村の税務担当又は所管の税務署へ下記の手続きにより『市町村民税・道府県民税住宅借入金特

別税額控除申告書（以下「住民税住宅ローン特別税額控除申告書」）』を提出してください。

●手続きについて
　　所得税の確定申告をされる方、されない方によって「住民税住宅ローン特別税額控除申告書」の種類が違いま

す。また、提出先も違いますのでご注意下さい。

　　①給与収入のみを有しており、すでに年末調整が済んでいる方で、所得税の確定申告をされない方

　　　�「住民税住宅ローン特別税額控除申告書（給与収入のみを有しており確定申告書を提出しない納税者用）」

に源泉徴収票を添付して市町村役場の税務担当へ提出してください。

　　②所得税の確定申告をされる方

　　　�所得税の確定申告書と一緒に「住民税住宅ローン特別税額控除申告書（確定申告書を提出する納税者用）」

を所管の税務署へ提出してください。

※「住民税住宅ローン特別税額控除申告書」は、役場税務窓口にありますので、必要な方はお申
し出下さい。

所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方へ

●納税相談に必要なものは次のとおりです。
　○印鑑

　○農業所得のある方は「収支計算の手引」等により、収支内訳をまとめた書類

　○営業や不動産所得のある方は、収入、支出のわかる書類

　○給与所得者、公的年金受給者は、源泉徴収票または支払証明書

　○各種控除証明書、領収書

　　生命保険料、地震保険料（注）、国民健康保険税、国民年金・農業者年金などの保険料、介護保険料、医療費、介

護負担金、寄付金、その他控除に必要な書類

　（注）「地震保険料控除」が新設され、損害保険料控除は廃止となりますが、経過措置として平成18年3月31日ま

でに契約した長期損害保険料については従来どおりの控除となります。

　○障害者控除を受ける方は、障害者手帳、その他必要な証明

　※必要であるか不明な場合はすべてご持参ください。



8

大 鹿 村 納 税 相 談 日 程 表

■受付時間　午前9：00～午後4：00

■日　　程　下表のとおり（土･日を除く）

自 　治 　会 　割 　当
会　　　　場期　　日

午　　後午　　前

落　　　合大鹿村役場　２階研修会議室火19

2　
　
　

月

＊予備日〃水20

下 市 場 一大鹿村交流センター木21

下 市 場 二〃金22

土23

日24

上市場・文満団地大鹿村交流センター月25

上　　　蔵〃火26

沢　　　戸釜沢･清水〃水27

中　　　尾上青木・深ヶ沢〃木28

文　　　満〃金29

土1

3　
　
　

月

日2

＊指定日に都合のつかない方下　青　木大鹿村交流センター月3

＊ 予 備 日大鹿村役場　２階研修会議室火4

沢井・入沢井梨　　　原公民館　鹿塩地区館水5

＊指定日に都合のつかない方大　　　栗〃木6

塩　　　河〃金7

土8

日9

西中　　　峰公民館　鹿塩地区館月10

北入一・二塩　　　原〃火11

＊指定日に都合のつかない方河合・南山〃水12

農業青色申告者大鹿村役場　２階研修会議室木13

＊ 予 備 日〃金14

土15

日16

＊指定日に都合のつかない方大鹿村役場　２階研修会議室月17

　＊指定日以外の場合はお待ちいただくことがあります。

　＊都合により会場を変更することがあります。
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　平成１３年４月に施行された土砂災害防止法により、土砂災害（がけ崩れ、土石流、地すべり）から住民の生命を

守るために、土砂災害の発生する恐れのある区域を指定し、警戒避難体制の整備や一定の行為の制限を行います。

　大鹿村では本年３月の指定に向けて、２月に村民説明会を予定しています。説明会では具体的な危険箇所、その

内容等を説明いたします。近日中に地域の皆様に通知を差し上げますのでご都合を付けてご出席ください。

　なお、本村では多くの地域が警戒区域に指定されますが、危険だから立ち退くとか個人で防災対策をしなければ

ならないというものではありません。自分の住んでいる場所や地域の状況を知ることによって、災害時にどのよう

に対応するか等、今後の防災対策に役立てていくことになります。



10

　基礎年金番号に結びついていない約5,000万件の記録について、平成19年11月からコンピーターによる名寄せ作

業を開始し、その結果、皆様の基礎年金番号の記録と結びつく可能性のある記録が出てきた方に、12月から平成20

年３月までの間に、「ねんきん特別便」を順次お送りいたします。

　それ以外のすべての皆様の方にも、順次「ねんきん特別便」をお送りいたしますので、お待ち下さい。

　●年金受給者の方々へは、平成20年４月から５月までの間に。

　●現役加入者の方々へは、６月から10月までの間に。

　「ねんきん特別便」によるご本人様のご確認及びお手続きを経て、はじめて記録が結びつくことがで
きます。
　お手数をおかけいたしますが、お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身の年金記録に
記載もれや誤りがないかをご確認の上、必ずお手続きくださいますようお願いいたします。

【ご質問・お問い合わせは】
　「ねんきん特別便専用ダイヤル」へ（ご利用時間は同封書類でご確認を）

 0570－058－555
 ※IP電話・PHSからは「03－6700－1144」にお電話ください。
 ※一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル」0570－05－1165まで。
　※お近くの社会保険事務所または年金相談センターの相談窓口へもおいでください。
　※詳しくは、HP（http://www.sia.go.jp/）まで。

（注意）「ねんきん特別便」に関して、ATMの操作をお願いすることはありません。

���������������������������������������������国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金かかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららのののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ������������������������������
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70歳～74歳の方　自己負担割合が1割に据え置かれました
　制度改正によって平成20年４月から70～74歳の方のうち現役並みの所得のある方以外は、医療機関を受診した

場合、自己負担が２割に引上げられることになっていました。しかしこの見直しが凍結され、平成20年4月～平成
21年3月までの1年間は自己負担が1割に据え置かれます。
　※すでに自己負担が３割の方は除かれます。

　※後期高齢者医療制度の対象となる一定障害のある方は除かれます。

会社の健康保険や共済組合の被扶養者の方（75歳以上）　保険料を軽減します
　平成20年４月より後期高齢者医療制度（※）が始まりますが、会社の健康保険や共済組合の被扶養者だった人（こ

れまで保険料を納付していなかった人）は、平成20年４月から半年間、保険料の支払いが免除されます。また10月

から平成21年３月末までは、保険料の所得割は課せられず、均等割も９割軽減されます。
　※広報おおしか７月号掲載

●被扶養者の方の保険料免除・軽減

免　除免　除免　除
所得割

保険料

５割軽減９割軽減
（１割負担）免　除

均等割

保険料 （５割負担）
（被保険者の資格
を得てから２年間）

平成20年10月～
平成21年3月まで

平成20年4月～
9月まで

　後期高齢者医療制度の被保険者となる被扶養者の方の

保険料軽減策として、被保険者となってから２年間は所

得割保険料を免除し、均等割保険料の５割を軽減するこ

ととされていますが、今回の措置はそれに加えて行われ

るものです。この措置に係る財源は国が負担します。

　なお、今後、正式に内容が決められた段階で改めてお
知らせします。

義務教育就学前の子どもの自己負担割合が2割になります
　乳幼児の医療費を２割負担に軽減する対象年齢が、「３歳未満」から「義務教育就学（小学校入学）前」までに拡

大されます。

療養病床入院時の「食費・居住費」負担の対象年齢が65歳以上になります
　70歳以上と老人保健制度で医療を受ける人が療養病床に入院するとき、食費と居住費を

自己負担しますが、その対象年齢が65歳以上に変わります。

退職者医療制度の対象年齢が65歳未満になります
　会社などを退職して国保に加入し、被用者年金（厚生年金など）を受けられる75歳未満の人とその被扶養者は退

職者医療制度で医療を受けますが、平成20年4月からその対象年齢が65歳未満に変わります。65歳になりますと、

一般の国保の加入者となります。
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　今回は、大鹿村で一番の長寿、笹木美さゑ　さんを紹介します。

　美さゑさんは、１２月で満１０２歳を迎えられました。

　１年程まえに、足を骨折をするまでは、お風呂に入るときに家族が介助する以外は、身の回りのこと

は自分でしていました。

　骨折してから、介護保険で、週１回のデイサービスで入浴をし、平日の訪問介護を利用するようにな

りました。デイサービスで入浴するようになってからは、家族の負担が減りましたが、大勢の人と出会

えたりと、美さゑさんご本人が楽しんで、元気に帰宅しています。

　美さゑさんは、尋常小学校を卒業すると、岡谷の製糸工場で働き、２３歳位のときに笹木家へ嫁いでき

ました。家の農業や養蚕を手伝い、３人のお子さんに恵まれ、

現在は孫３人、ひ孫が６人います。

　年が明けて、数えで１０３歳となり、家族での介護も一層の励

みになっています。長寿の秘訣は「よくわからん」と猛さん。

しかし、「よくやってくれる」と奥さんの利美さんへ感謝をし

ています。

　猛さんご夫妻や孫、ひ孫といつまでも元気に暮らせるよう頑

張っていく決意です。

　１２月６日に、河合・塩河地区の合同「にこにこ集会」が開催されました。

　今回は、向田の国道沿いに植えた花の手入れをおこない、その後、忘年会で五平餅を作って皆さんで一年間の労

を癒やしました。

　塩河地区では「にこにこ集会」を毎月開催しています。公民館前の花の手入れや、茶話会をして地域の親睦を深

めています。

　河合地区では隔月位で開催しています。旬の

物を取り入れた料理を作ったりと、男性の方が

中心となって会を盛り上げています。

　村では、地域の健康増進や介護予防、助け合

い等を目的として、にこにこ集会を推進してい

ます。

　全地域で、男性の参加者が少ないようです。

男性は高齢になると閉じこもりがちになります

ので、元気なうちから参加しましょう。

　にこにこ集会についてのお問合せは、保健福

祉課までお願いします。
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　生活習慣病をより効果的に予防するために、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目し、メタ

ボリックを中心とした検査内容で自分の体をチェックし、危険度に応じて保健指導（改善と予防に向けた）が

行われます。

「特定健診・特定保健指導」について
特定健康診査・特定保健指導とは？

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

１月
1月16日 スチール缶と鉄類の収集
1月21日 三種混合予防接種③
1月22日 チラシ・雑誌等の収集
1月30日 その他プラスチックの収集
1月下旬 埋立てゴミ収集
２月
2月5日 その他紙の収集
2月13日 アルミ缶と鉄類の収集
2月18日 三種混合予防接種④
2月18日
　～3月17日予定 納税相談
2月19日 段ボール・牛乳パックの収集
2月中 土砂災害警戒区域住民説明会
３月
3月4日 びん類・ペットボトル収集
3月10日 三種混合予防接種⑤
3月11日 スチール缶と鉄類の収集
3月上旬 公民館クラブ発表会
3月27日 新聞紙の収集
3月下旬 歩け歩け大会
3月下旬 福祉と健康の集い
3月下旬 埋立てゴミ収集
４月
4月1日 その他紙の収集
4月15日 アルミ缶と鉄類の収集
4月22日 段ボール・牛乳パックの収集
4月中旬 大鹿さくら祭り
4月下旬 育林祭
4月29日 河川一斉清掃
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ひよこクラブ クリスマス会ひよこクラブ　クリスマス会
　ひよこクラブのクリスマス会にサンタクロースがや

ってきました。サンタさんに、興味しんしんの子供達。

歓声よりも泣き声の方が多かったかなぁ…

小学生 門松プレゼント小学生　門松プレゼント
　昨年末には、小学校の1年生と3

年生が手作りした「ミニ門松」が、デ

イサービスや、香松寺、お世話にな

った皆さんに届けられました。

平成１９年度　表　彰　者　一　覧

退団報償・感謝状
　　消防庁長官報償　　　　筒　井　健　一
　　　　　〃　　　　　　　森　下　正　明
　　県知事報償　　　　　　足　助　義　則
　　　　〃　　　　　　　　板　山　　　浩
　　大鹿村消防団感謝状　　筒　井　健　一
　　　　　　〃　　　　　　森　下　正　明
　　　　　　〃　　　　　　足　助　義　則
　　　　　　〃　　　　　　板　山　　　浩
　　　　　　〃　　　　　　下　原　孝　生

団員表彰
　　長野県消防協会
　　　　功労章　　　　　　平　瀬　定　雄
　　　　努力章　　　　　　神　崎　鋭　介
　　　　精績章　　　　　　駒　瀬　　　工
　　　　　〃　　　　　　　北　島　泰　治
　　　　技術章　　　　　　田　中　康　啓
　　　　精勤章　　　　　　森　本　千佳志
　　　　　〃　　　　　　　湯　沢　信　行
　　　　　〃　　　　　　　紙　谷　雅　幸
　　飯伊消防協会
　　　　功績章　　　　　　宮　坂　浩　二
　　　　功労章　　　　　　今　村　勝　利
　　　　　〃　　　　　　　後　藤　慎　治
　　　　　〃　　　　　　　塩　澤　英　明
　　北部地区班
　　　　努力章　　　　　　木　下　雅　志
　　　　　〃　　　　　　　下　澤　　　寛
　　　　　〃　　　　　　　相　澤　正　昇

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成2222222222222222222200000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式平成20年 大鹿村消防団出初式
　平成２０年大鹿村消防団出

初式が、1月6日大鹿村交流セ

ンターにおいて、厳粛に挙行

されました。

　好天に恵まれた屋外では消

防車両9台と消防団員が整然

と並び、村長をはじめ来賓の

方々の観閲を受け、その後ホー

ルにおいて消防団員の永年の

功労や成果を讃えました。

　そして、今年一年の無災害

を祈念しました。


